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９．マリアの死，そして1987年夏のザルツブ

ルクとオーストリアの「過去」

　『サウンド・オブ・ミュージック』のヒロイン
のモデル，マリア・フォン・トラップは，ナチ
ス・ドイツによるオーストリア併合後に家族と共
に祖国を離れ，終の棲家としたアメリカで波瀾に
富んだ82年の生涯を閉じた。1987年３月28日の
ことである。そして同じ年の夏，当時大学院の修
士課程に在籍していた筆者は，長年の知人からの
誘いもあって，トラップ一家が住んでいたザルツ
ブルクを訪問し，３週間ほど滞在することになっ
た。同地の高名なフェスティヴァルを鑑賞するこ
とが主たる目的ではあったが，ミラベル庭園を起
点とする，映画版『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』の撮影の地を巡るツアーにも参加した。そし
て，その撮影に際し，トラップ家の屋敷のモデル
に使われた湖畔に立つ豪壮な宮殿を望む地で，現
地のオーストリア人ガイドから，それがハーヴァ
ード大学と関係のある施設になっているとの説明
を受けた。ザルツブルクにアメリカの大学関連の
施設があることに驚き，初めはガイドの英語を聞
き間違えたのではないかと思った。聞き間違いで
はなかった。このハーヴァードとザルツブルクの
繋がりが，その後も長く脳裏から消えることはな
かった。
　ザルツブルクに出かけた一番の目的は，当時の
フェスティヴァルの要であったヘルベルト・フォ
ン・カラヤンが指揮をするオペラや演奏会を鑑賞
することにあった。彼の指揮する『ドン・ジョヴ
ァンニ』やジェシー・ノーマンをソリストとする
ウィーン・フィルとの演奏会は，予想を凌駕する

素晴らしさであった。特に，CD化もされた後者
は，格別の名演との誉れ高く，現在でも語り草と
なっている。そして，見事な演奏内容はもちろん
のこと，公演当日の祝祭劇場内外のヨーロッパの
社交界を彷彿とさせる眩いばかりの華やぎを，決
して忘れることはないであろう。しかし，カラヤ
ンの指揮した，それらのオペラや演奏会とは違っ
た意味で，初めて実演に接した上演機会の少な
い，新演出によるアルノルト・シェーンベルク
（Arnold Schӧnberg）作『モーゼとアロン』（Moses 
und Aron）の公演が，筆者に忘れがたい強烈な印
象を残すことになった。その会場は，映画版『サ
ウンド・オブ・ミュージック』の終盤のフェステ
ィヴァルの場面の撮影で使用されたフェルゼンラ
イトシューレであった。ニューヨークのメトロポ
リタン歌劇場の芸術監督を務めていたジェイム
ズ・レヴァインがウィーン・フィルを指揮し，モ
ーゼ役を当時の東ドイツ出身の名バス・バリトン
のテオ・アダム，ジャン = ピエール・ポネル
（Jean-Pierre Ponnelle）が演出を担当していた。こ
の20世紀後半に目覚ましい活躍をみせたフラン
ス出身の著名な演出家は，1988年の夏に56歳と
いう若さで早世してしまった。そのため，1987
年に披露された『モーゼとアロン』は，ザルツブ
ルク・フェスティヴァルにおける彼の最後の演出
作となったものである。ポネルのプロダクション
が，メトロポリタン歌劇場など，アメリカでもし
ばしば上演されていたこともあるのだろう，『ニ
ューヨークタイムズ』は彼の死に際して，その死
亡記事を掲載している。そして，ザルツブルクの
『モーゼとアロン』にも言及し，「特別な成功」と
評した。しかし，この評言が，どのような意味で
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使われたのか理解に苦しむ。なぜなら，フェルゼ
ンライトシューレで実際に筆者が目撃した客席の
反応は，騒々しくスキャンダラスなものであった
からだ。
　筆者が『モーゼとアロン』を鑑賞したのは，８

月13日に行われたこの演目の初回の公演であっ
た。新演出によるオペラの初日の終演後の答礼に
は，歌手や指揮者だけではなく，演出家なども舞
台に登場することが慣例になっている。この日の
公演の際にも，当然の如くソリストたちやレヴァ
インと共に，ポネルも舞台上に姿を見せた2）。そ
して，筆者がそれまでに経験したことがない光景
を目の当たりにしたのである。彼らに激しいブー
イングが一斉に浴びせかけられたのだ。一瞬，何
が起きたのかわからなかった。それほどの激しさ
であった。1987年は，30年以上に及んだザルツ
ブルク・フェスティヴァルにおけるカラヤン時代
の末期にあたる。クラシック音楽界の「帝王」
と，しばしば称された，このザルツブルク生まれ
の指揮者が実権を握っていたフェスティヴァル
は，その並外れた豪華さと保守的な性格で有名だ
った。それゆえ，当時のザルツブルクで，あのよ
うな客席からの激しい拒否反応は全くの想定外で
あった3）。オーケストラの演奏や歌唱が悪かった
わけではない。それらは，あの複雑なスコアを無
機的にならず，音楽的に表現した見事と言うべき
ものだった。何がまずかったのか。作品と演出，
そして1987年の夏のザルツブルクとの組み合わ
せ，そこに問題があった4）。
　『モーゼとアロン』は旧約聖書の「出エジプト
記」の物語をもとにしたオペラで，シェーンベル
クは音楽だけではなく，台本も担当している。
1930年の５月から製作が始められたのだが，な
かなか完成を見ず，1951年の彼の死によって，
このオペラは未完のまま残されることになった。
この作品の制作の背景にはナチスによるユダヤ人
迫害があるのだが，ユダヤ系のシェーンベルク自
身もナチス・ドイツを逃れ，1934年にアメリカ
に移住している。ザルツブルクのポネルのプロダ
クションは，このオペラの包含するユダヤ色を前
面に強く押し出したものだった。例えば，本作は

大人数のコーラスを必要とするが，その男性陣は
黒いスーツに鍔広の黒い帽子という，マンハッタ
ンのダイヤモンド街で目にするようなユダヤ人の
扮装をし，更に胸にはナチスが第二次世界大戦期
にユダヤ人に着用を強要した，ユダヤ民族を象徴
するダヴィデの星をつけていた。このように，
『モーゼとアロン』がユダヤ人のオペラであるこ
とを強調した演出が，客席の拒否反応に繋がった
らしいのである。インターネットなど存在せず，
情報検索が容易くなかった時代に，修士課程の駆
け出しの大学院生にすぎなかった筆者が，おぼろ
げながら推測できたのは，そこまでだった。そし
て，マリア・フォン・トラップがこの世を去った
1987年，その同じ年の夏のザルツブルクのフェ
ルゼンライトシューレで耳にした観客たちの激し
いブーイングの背景に何があったのかを，筆者は
後年知ることになる。
　オーストリアの人々が封印してきたナチス・ド
イツによる併合期の自らの「過去」，そして『モ
ーゼとアロン』の舞台に対する観客たちの激しい
拒否反応の間には密接な関係があったのだ。ザル
ツブルク・フェスティヴァルの意義について論じ
た研究書のなかで，歴史家のマイケル・P・スタ
インバーグは「1987年のフェスティヴァルは，
尋常ならざる美学的，イデオロギー的矛盾をさら
け出し，そのすべてがオーストリアの歴史問題を
示していた」と述べている（Steinberg xi）5）。パン
ドラの函を開けてしまったのは，当時のオースト
リア大統領クルト・ワルトハイム（Kurt Waltheim）
であった。
　1987年のオーストリアは，いわゆる「ワルト
ハイム・スキャンダル」あるいは「ワルトハイム
事件」と呼ばれる騒動の渦中にあった。1972年
１月から1981年12月まで，国連の事務総長を務
めたワルトハイムは，おそらくカラヤンなどと共
に我が国でもっともよく知られたオーストリア人
の一人であろう。1986年に行われたオーストリ
アの大統領選挙にワルトハイムが立候補した時
に，その騒動は始まった。1986年３月，オース
トリアの有力週刊誌にナチスの親衛隊の将校の制
服に身を包んだワルトハイムの写真と共に，彼が
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バルカン半島でのナチスによるパルチザンの掃討
作戦等に参加していたという暴露記事が掲載され
たのである。
　ワルトハイムは軍歴については認めたが，それ
以外の報道内容を否定する。しかし，彼の名前が
入った軍隊日誌なども発見され，疑惑は否定しが
たいものになった。そして，彼に対する国際世論
は厳しいものとなっていったのである。このよう
な国外からの批判を，オーストリアの人々は内政
干渉と見なし，ワルトハイムは大統領選挙で圧勝
する。また，ワルトハイムの疑惑追及の急先鋒と
なっていたのが，ユダヤ系の団体であったことも
あり，もともとオーストリアに根強くあった反ユ
ダヤ主義が再燃することになった。
　ワルトハイムはオーストリアの多数の人々の支
持を受けて大統領になった。しかし，国際社会は
彼を好ましからざる人物と見なし，彼を大統領と
して迎え入れようとする国はほとんどなかった。
このような状況のなか，1987年の春に彼はアメ
リカへの私的な旅行を計画する。しかし，彼は入
国を拒否されてしまったのだ。同年４月の末に，
アメリカの司法省と国務省が，ワルトハイムを入
国監視リストに載せたからである6）。アメリカの
そのような厳しい対応を受け，ワルトハイムはテ
レビで演説し，次のように述べた。

　私はドイツの軍服を着て私の義務を果たした。
同じ世代のほかの人たちもほとんどみなそうだ
った。そもそも，犯罪と呼べるようなことをみ
ずから犯したことを証明できるものはだれもい
ない。だから過去を忘れ，われわれの仕事を続
けよう（ハーズスタイン 335に引用）。

ワルトハイムは自らの過去と向き合うことを拒否
したのだ。当然，彼への批判は強まることはあっ
ても，それが沈静化することはなかった。そし
て，ワルトハイム個人の過去の問題が，オースト
リアの歴史認識の問題となっていった。オースト
リアの人々は，抑圧してきた自らの「過去」と向
き合わざるを得なくなったのだ。それを示すよう
に，アメリカがワルトハイムを入国監視リストに

載せる決定をしたときに，不快の念を表明した副
首相兼外相のアロイス・モック（Alois Mock）で
さえも，1987年７月28日の閣議において以下の
ように述べることになる。

　追憶の年7）を期に，オーストリアは，内外に向
けて……，自らの最近の歴史に対して批判的か
つ客観的に，また国際情勢を配慮して取り組ん
でいることを証明されるであろう。この点につ
いては，沈黙や秘密があってはならない。存在
すべきは，完全な公開性だけである（近藤 
141‒42に引用）。

当時の政権の中枢にいたモックが，このようにオ
ーストリアが自らの過去と向き合うことを表明す
るわずか数日前のこと，スキャンダルの渦中にあ
って，外遊のあてのないワルトハイムは，自らの
存在を誇示するかのように，フェスティヴァルを
楽しむために世界の国々から多くの人々が集まる
ザルツブルクに姿を現す。ワルトハイム同様，そ
の輝かしい経歴に，ナチスとの過去の関係が影を
落とすカラヤンが指揮をする７月26日に上演さ
れるフェスティヴァルの開幕公演『ドン・ジョヴ
ァンニ』を鑑賞し，加えて，フェスティヴァルの
創設者の一人であるユダヤ系のマックス・ライン
ハルト（Max Reinhardt）を顕彰する行事に参加
するためであった。疑惑の只中にいたワルトハイ
ムのザルツブルク訪問は，当然のことながら物議
を醸した。
　ワルトハイムのスキャンダルを扱った自身の著
書のなかで，ロバート・E・ハーズスタインは
「1987年の春ともなると，ワルトハイムとオース
トリアが，ユダヤ人とホロコーストの記憶と対決
していた」（327）と述べている。このような
1987年当時のオーストリアの状況を念頭におけ
ば，同年夏のザルツブルク・フェスティヴァル
で，ユダヤ色を強調したポネル演出の『モーゼと
アロン』に対して示された８月13日の客席の拒
否反応は，ワルトハイムのスキャンダルによって
煽り立てられたオーストリアのユダヤ人問題と同
国の過去の歴史認識の問題が，その大きな要因と
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なっていたと考えられるだろう。どうやら，筆者
はオーストリアにおける歴史認識の大きな転換期
に発生した，あの国の社会の軋轢の一端を，1987
年の夏のザルツブルクで目の当りにしたようだ。
　『サウンド・オブ・ミュージック』は，オース
トリアが忘却しようとしていた自らの「過去」を
物語の背景とする，おそらく最も高名な作品であ
ろう。そのヒロインのモデルとなったマリア・フ
ォン・トラップの1987年早春の死は，奇しくも，
オーストリアの人々が長年にわたり抑圧してきた
「過去」を，彼らの眼前に突き付けたワルトハイ
ム・スキャンダルの只中のことだったのである。
そこに何か大きな因縁があるかのごとく。

10．モスクワ宣言，そしてアメリカのトラップ

一家

　第二次世界大戦後，オーストリアはナチスの支
配から「解放」された。すると，オーストリアの
人々は，彼らの多くがナチスの政策に積極的に加
担したにもかかわらず，その「過去」を忘却しよ
うとする。オーストリアはナチスの被害者である
と同時に共犯者であった事実を隠蔽し，もっぱら
ナチスの被害者であったと装うことに腐心したの
である。彼らのこのような態度の拠り所になった
もの，それが連合国の起草したモスクワ宣言であ
った。
　1943年10月19日から30日まで開催された，ア
メリカ，イギリス，ソ連の連合国の外相によるモ
スクワ会議で，戦争遂行と戦後政策について話し
合われ，11月１日にモスクワ宣言が出された。
のちに，フランスの亡命政府もこれに参加してい
る。この宣言なかに，オーストリアに関する項目
が含まれていたのである。モスクワ宣言は，オー
ストリアをヒトラーのナチス・ドイツによる野蛮
な侵略の犠牲者と位置づけ，ドイツの支配から解
放されなければならないとした。このような考え
方が，第二次世界大戦後，長きにわたって，オー
ストリアの人々が自らのナチスとの「過去」を隠
蔽する拠り所となってきた。しかし，この宣言に
は，「犠牲者」であるオーストリアが併合後，ナ
チス・ドイツの側にたって戦争に参加した責任は

逃れられないことも明記されていたのである。
　オーストリアはモスクワ宣言に則って，自らを
「犠牲者」と標榜する一方で，「加害者」としての
自身の戦争責任に対しては正面から向き合おうと
しなかった。このようなことが可能であったの
は，オーストリア自身だけでなく，このモスクワ
宣言を起草した連合国側が，第二次世界大戦後の
冷戦構造のなかで，東西陣営の境目に位置するオ
ーストリアとの関係を重視し，その戦争責任に目
をつぶってきた側面もある。例えば，アメリカの
占領軍は，オーストリアを「犠牲者」とする考え
方に反対するメディアに対して，発禁の処分を下
すこともあったという（近藤 112）。
　アメリカ国内で，多くの一般の人々がトラップ
一家の存在を広く知るところとなったきっかけ
は，同国の著名なグラビア雑誌であった『ライ
フ』が彼らを取り上げたことにある。マリアの回
想録にも，『ライフ』の記者が一家の取材に来た
ことや，彼らの記事が掲載された号が出版された
後，ニューヨークのペンシルヴェニア駅など，い
たるところで声を掛けられ，演奏旅行中にキップ
を失くした際には，『ライフ』に掲載された写真
が，彼らの身分証明の代わりを果たしたエピソー
ドなどが記されている（Trapp 246）。このグラビ
ア雑誌の記事では，「ライフのヴァーモントのト
ラップ家訪問──音楽と勤労で，爵位を有するオ
ーストリア人が，アメリカに新たな我が家を見出
す」というタイトルのもと，彼らがオーストリア
を離れてアメリカに渡った経緯を説明し，12枚
の写真共に，ヴァーモントでの一家の生活の様子
が紹介されている。また，この記事なかでは，彼
らがオーストリアを離れた理由として，玄関に鉤
十字の旗を掲げるのを彼らが拒否したことなども
述べられている。トラップ家に関する記事が掲載
されているのは，1943年11月８日号である。そ
して，オーストリアの第二次世界大戦後の立ち位
置の指針となったモスクワ宣言が発表されたのは
11月１日。筆者の知る限り，『サウンド・オブ・
ミュージック』に関する論考で，モスクワ宣言に
言及しているものは見当たらないが，この２つ
は，ほぼ同時期に世に出ているのである。両者の
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発表のこのようなタイミングは，偶然にしては，
あまりにも出来過ぎの感はある。
　モスクワ宣言は，オーストリアをナチスの「犠
牲者」とする一方で，ナチスの戦争に加担した
「加害者」であることを明記していた。後者につ
いては，オーストリアにおいて，ナチスへの抵抗
運動を組織し，それが戦後の民主化に寄与するこ
とを求める意図があったようだ（増谷・古田 
95）。『ライフ』に掲載されたトラップ家の記事と
モスクワ宣言の因果関係は，現段階では不明であ
る。ただトラップ家が，オーストリアの多くの
人々とは異なり，ナチスの支配をよしとせず，そ
れに抵抗した姿は，モスクワ宣言の意図に合致し
たものであったために，戦後のオーストリアの民
主化を目指す連合国にとって極めて都合の良い存
在であったことは確かである。
　オーストリアは第二次世界大戦後，連合国によ
って分割統治され，『サウンド・オブ・ミュージ
ック』の物語の舞台であるザルツブルクを占領し
たのがアメリカ軍であった。戦後のザルツブルク
はアメリカと極めて密接な関係にあったのであ
る。そして，アメリカはナチスからのオーストリ
アの「解放」というモスクワ宣言に基づく虚構を
受け入れ，自らをオーストリアの「解放者」と自
認していた8）。1945年の秋，占領軍によるオース
トリアの統治体制が正式に決定すると，アメリカ
はオーストリアにおける文化政策の策定に着手す
る。この政策には３つの目標があった。非ナチ
化，占領地区の文化活動の復興促進，そして，ア
メリカの価値体系を宣伝し，アメリカとオースト
リアの友好関係を確かなものにするため，後者の
人々の間にアメリカのアーティスト，演劇，音楽
などを紹介するというものである。戦争のため
に，一時中断していたザルツブルク・フェスティ
ヴァルの復活も，ウィーンの文化活動を再開させ
ていたソ連に対抗する必要から，アメリカにとっ
て重要な意味をもっていた（ギャラップ 210‒
13）。
　1946年の暮れ，ザルツブルクのアメリカ占領
軍の司令官からトラップ家に，オーストリアの
人々の窮状を訴え，彼らの援助を求める手紙が届

く。依頼を受けた一家は，翌1947年にトラップ・
ファミリー・オーストリア救援隊を設立し，オー
ストリアへの支援活動を開始する。そして，この
年にゲオルクが死去。オーストリアを出国してか
ら10年後，1948年にトラップ家の人々はアメリ
カ市民となった。この同じ年には，アメリカはソ
連の反対を押し切り，オーストリアに対してマー
シャル・プランの適応を決定し，その６月から，
この計画の枠組みによる復興のための資金援助を
始めている。この援助は1953年12月まで続けら
れ，その額は９億6200万ドルに及んだという（増
谷・古田 98‒9）。アメリカの市民権を得たトラッ
プ一家は，1950年に南米とヨーロッパへの演奏
旅行を行い，同年８月には，まだアメリカの占領
下にあったザルツブルクの夏のフェスティヴァル
に正式参加し，大聖堂の前やモーツァルテウムな
どで３回の演奏会を行っている。
　トラップ家がオーストリアの救援活動を始めた
1947年，映画版『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』のなかで，一家の屋敷のモデルとなったザル
ツブルク郊外のレオポルズクローン宮殿で，ハー
ヴァード大学の学生らの発案によって，現在まで
その名称と内容を変えながら続けられているアメ
リカ研究（American Studies）のセミナーが始め
られた。この宮殿は，もともとザルツブルク・フ
ェスティヴァルの創設者の一人であり，演出家兼
プロデューサーのマックス・ラインハルトの所有
物であった。『サウンド・オブ・ミュージック』
の著作権を管理しているロジャーズ＆ハマースタ
イン協会の広報担当のベルト・フィンク（Bert 
Fink）は，本作に登場する興行主のマックス・デ
トワイラー（Max Detweiler）のモデルは，ライ
ンハルトではないかという説を，このミュージカ
ルの映像ソフトに付された特典映像のなかで述べ
ている。『サウンド・オブ・ミュージック』とマ
ックス・ラインハルトとの繋がりはレオポルズク
ローン宮殿以外にもある。このミュージカルの制
作に大きな影響を与えた西ドイツ映画『菩提樹』
（Die Trapp Familie）のプロデュースを担当したの
が，彼の息子のウォルフガング・ラインハルト
（Wolfgang Reinhardt）なのである。
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　マックス・ラインハルトは18世紀にザルツブ
ルクの大司教によって建設されたレオポルズクロ
ーン宮殿を1918年に購入し，改修を重ねつつ，
文化イヴェントの会場などに使用していた。ナチ
ス・ドイツによるオーストリア併合後，この宮殿
はユダヤ系の財産として接収されるが，1946年
にラインハルト家に返還されていた。それをライ
ンハルト未亡人9）から借り受けて，３名のハーヴ
ァード大学の学生や講師たちがアメリカ研究のセ
ミナーを始めたのである10）。
　1947年７月から８月にかけて開かれた第１回
のセミナーでは，19世紀半ばのアメリカ文学の
研究に多大な影響を与えた『アメリカン・ルネサ
ンス──エマソンとホイットマンの時代の芸術と
表現』（American Renaissance: Art and Expression in 
the Age of Emerson and Whitman, 1941）の著者とし
て知られるハーヴァード大学教授 F. O.マシーセ
ン（Matthiessen）が，その開会に際して，参加者
への歓迎スピーチを行った11）。この時の講師陣な
かには，高名な文化人類学者のマーガレット・ミ
ード（Margaret Mead）や文学批評家のアルフレ
ッド・カジン（Alfred Kazin）なども含まれてい
た。セミナーの創設者たちは，ヨーロッパの知の
コミュニティの再創造を，その目標のひとつに掲
げていた。しかし，このザルツブルク・セミナー
は，ヨーロッパのエリートたちに対してアメリカ
についての教育をし，アメリカで行われているア
メリカ研究の概念や研究方法を彼らに紹介する役
割も果たす。アメリカに関する多様な分野につい
ての講義を聴講したセミナーの参加者たちは，ア
メリカに関する新進の専門家として，それぞれの
国に戻ったのである（Pells 109）。このセミナー
がアメリカのプロパガンダを意図したものではな
いかという疑念を払しょくするために，その創設
者たちは政府の支援を受けないことを主張してい
た。そして講師陣も講義や議論のなかで，このセ
ミナーがプロパガンダであるような印象を与えな
いようにしていたらしい（Eliot 18‒9）。しかし，
ザルツブルクのセミナーがアメリカの国益にかな
う機能を果たしたのは確かだろう。
　「知のマーシャル・プラン」とも称されたザル

ツブルク・セミナーは，知の支援を通して，アメ
リカに好意的なエリート人材の育成という役割を
担ったといえる。このセミナーは，様々な機関の
援助によって支えられていたが，その有力な後援
者が冷戦期のアメリカの文化政策を支えていた有
力財団のひとつ，フォード財団であった。この財
団は1955年にセミナーの支援を開始し，その後
20年にわたって総額約100万ドルを援助した。こ
の額はセミナーの経費の20パーセントをカバー
するものだった（Parmar 109）12）。
　フォード財団が，ザルツブルク・セミナーの支
援を開始した1955年は，オーストリアにとって
大きな節目の年であった。この年の５月15日，
連合国の各代表とオーストリア政府の間で，オー
ストリアの主権を回復するための「国家条約」が
結ばれたのである。そして，10月25日には，オ
ーストリアの永世中立に関する連邦憲法法案が，
国民議会で可決され，翌26日に最後の占領軍で
あったイギリス軍が撤退した。再び独立国となっ
たオーストリアは，1955年11月５日，連合軍の
爆撃によって破壊されたウィーン国立歌劇場の再
建によって，その新たな出発を祝う。午前中に開
場式が行われ，夜には歌劇場の総監督カール・ベ
ームが指揮するベートーヴェンの『フィデリオ』
が上演された。夫への献身的な妻の愛が圧政に打
ち勝つオペラである。ボックス席には，ロッテ・
レーマンの姿もあった。彼女は，このオペラのヒ
ロインのフィデリオ /レオノーレを持ち役とし，
別稿で述べたように，トラップ一家が公の場で音
楽活動を行うきっかけを作った，この名門歌劇場
のかつての花形ソプラノであった13）。また，ウィ
ーン国立歌劇場の再開については，アメリカのテ
レビ局が，１時間の関連の番組の放送を行ってい
る14）。主権を回復したオーストリアは，12月14
日には国連加盟も認められた。この時，国連にお
けるオーストリアの派遣団の代表となったのがク
ルト・ワルトハイムであった15）。
　トラップ一家は，オーストリアが主権を回復し
た1955年に，ニュージーランド，オーストラリ
ア，フィージーそしてハワイで演奏会を開く。こ
れが彼らの最後の海外への演奏旅行となった16）。
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そして，1956年１月26日，トラップ・ファミリ
ー・シンガーズはニューハンプシャー州のコンコ
ードで最後の演奏会を行い，その活動に終止符を
打った。彼らを扱った映画『菩提樹』が，ウォル
フガング・ラインハルトによって制作されたのが
同年のことである。また，この翌年の1957年に
は，『菩提樹』でトラップ家の次男ヴェルナーを
演じたミハエル・アンデ（Michael Ande）を主役
と す る『 野 ば ら 』（Der Schӧnste Tag meines 
Lenbens）も西ドイツで制作された。ハンガリー
出身の孤児の少年がウィーン少年合唱団に入団す
る物語である。この映画の物語は，1956年10月
23日から11月10日にかけてハンガリーで起きた
動乱を背景にしている。ソ連の支配に反対する民
衆の蜂起をソ連軍が鎮圧した事件である。この動
乱の際，オーストリアはソ連の武力介入に抗議
し，中立の立場を表明して，20万人以上の難民
を受け入れたのである。
　1959年に制作された舞台版の『サウンド・オ
ブ・ミュージック』は，1938年のナチス・ドイ
ツによるオーストリア併合の前後を物語の時代設
定としている。しかし，その制作が進められてい
たのは，ハンガリー動乱の記憶も新しい東西冷戦
の最中のことなのである。ミュージカルでの悪役
はナチス・ドイツであるが，その姿に冷戦期の東
欧の民衆などを弾圧するソ連の姿が重ねられてい
る可能性も十分にあるだろう。そして，このハン
ガリー動乱から30数年を経た1989年11月９日，
ベルリンの壁が崩壊し，東西冷戦は終結を迎える
ことになる。オーストリアをナチス・ドイツの
「犠牲者」とするモスクワ宣言の虚構を支え，そ
の戦争責任から目を背けさせてきた社会構造が崩
れたのである。ワルトハイム・スキャンダル，そ
して東西冷戦の終結，これらを経てフランツ・フ
ラニツキ（Franz Vranizky）が，従来の「犠牲者」
という考え方を踏まえつつ，オーストリアの人々
の併合期の戦争責任を，この国の首相として初め
て国会演説で認めたのは1991年のことであっ
た17）。

11．トラップ一家と『サウンド・オブ・ミュー

ジック』との「和解」，そしてドイツ語で歌

われた「エーデルワイス」

　トラップ家の人々が『サウンド・オブ・ミュー
ジック』に対して否定的な見解を示していたこと
はよく知られている。しかし，彼らと本作の距離
が次第に変化してゆく。トラップ家の子供たち
（アガーテ，マリア，ローズマリー，ヨハネス）
は，1998年３月12日に行われた，約40年ぶりの
ブロードウェイでの本作の再演の開幕公演に姿を
見せ，喝采を浴びる。当日はアガーテの85歳の
誕生日であり，ナチス・ドイツによるオーストリ
ア併合からちょうど60年目の日でもあった。そ
して，この同じ年の12月２日，トラップ一家は
ニューヨークで，ザルツブルク州知事から彼らが
第２次世界大戦後に行った祖国の救援活動に対し
て，名誉金勲章を送られた。また，映画版の『サ
ウンド・オブ・ミュージック』でトラップ家の子
供たちを演じた７人にも同時に，その演技によっ
てザルツブルクへ多数の観光客を呼び寄せた功績
により，モーツァルト・メダルが授与された。
　映画に出演した７人と，この会に参加していた
トラップ家の６人（３月の再演の開幕公演に参加
した４人とウェルナーとエレオノーレ）が，共に
『きよしこの夜』をドイツ語と英語で歌った。さ
らに，マリアとゲオルクの最後の子供であるヨハ
ネスが，公の場で一度も家族で歌ったことがない
曲を歌ってこの会を締めくくりたいと告げ，「エ
ーデルワイス」も歌われた18）。そして，この歌の
最後に，ゲオルクと彼の前妻アガーテの間に生ま
れた次女マリアは，映画版の７人の子供たちの手
を握り，微笑みながら「これであなた達も家族
よ」と述べたという（Santpietro 266‒67）。また，
この12月２日に行われた式典の後で，トラップ
家の子供たちと映画のキャストが『サウンド・オ
ブ・ミュージック』を鑑賞し，カーテンコールで
は彼らと再演のキャストたちが共に舞台に並んだ
（Simpson 236）。
　ブロードウェイにおける再演から７年後の
2005年，ウィーンでの『サウンド・オブ・ミュ
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ージック』の初演の舞台を手掛けたのは，オペラ
を主要な活動の場としてきた演出担当のルノー・
ドゥーセ（Renaud Doucet）と，セットや衣装そ
して照明担当のアンドレ・バーベ（André Barbe）
のフランス系カナダ人の制作チームであった。彼
らは自身の公式サイトのなかで，このプロダクシ
ョンの制作方針について，「私たちは，戦時下の
オーストリアでなされた政治的，社会的な選択を
より正直に扱うために，作品を偏見と皮肉なしに
見つめることが重要であると感じた」と述べてい
る。ドゥーセとバーベは，ナチス色を前面に打ち
出し，フェスティヴァルの場面では舞台上に大き
な鉤十字の旗が掲げられた。このような舞台づく
りは，オーストリアにおける歴史の見直しの延長
線に位置づけられるものだろう。「退屈な２時間
半」と評されるなど，地元の批評家の評価は，あ
まり芳しいものではなかったが，客席の反応は概
ね良好で追加公演もなされ，『サウンド・オブ・
ミュージック』は公演会場となったフォルクスオ
パーのレパートリーの演目となっている（Simpson 
241‒42）19）。
　2011年の10月に行われた，ザルツブルクでの
『サウンド・オブ・ミュージック』初演の演出を
担当したドイツ出身のアンドレアス・ゲルゲン
（Andreas Gergen）は，「オーストリアの人々は，
自らの過去を扱う準備ができた」（Itzkoffの記事
に引用）と述べ，ウィーン初演で物議を醸したに
も関わらず，鉤十字やナチの制服を使用した。ザ
ルツブルクでは，それらに拒否反応が示されるこ
ともなく，開幕公演の観客はスタンディング・オ
ヴェーションと拍手をもって，このプロダクショ
ンを受け入れたようだ。初日のカーテンコールに
は，トラップ家からヨハネスと彼の２人の子供た
ち，そして映画版の『サウンド・オブ・ミュージ
ック』でフリードリッヒを演じたニコラス・ハモ
ンド（Nicholas Hammond）も舞台に上がり，観
客から喝采を受けた。サントピエトロは，その光
景を，ザルツブルクとトラップ家，そして『サウ
ンド・オブ・ミュージック』 の間の完全な「和解」
と評している（Santpietro 268）。
　ザルツブルク公演の会場となった州立劇場の芸

術監督，カール・フィリップ・フォン・マルデヘ
ム（Carl Philip von Maldeghem）は，『サウンド・
オブ・ミュージック』の制作の時節到来を感じ，
ナチスはもはやタブーではなく，歴史についての
理解が希薄な21世紀の若い観客の教育にこの作
品が役立つと考え，本作の上演を考えたらしい
（Santpietro 268）。オーストリアの人々は，ナチ
ス・ドイツによる併合の際に，国内に残った多く
の人々を尻目に祖国を離れたトラップ家の人々に
対して憤りを感じ，更にまた，彼らについてのア
メリカ化された物語に対しても抵抗感を感じてい
たようだ（Simpson 241）。とするならば，アメリ
カ人になることを選択したオーストリアの家族を
主人公とする「アメリカ化された」物語を，オー
ストリアにおける教育の手段とすることに問題は
ないのだろうか。サントピエトロが行ったヨハネ
スに対するインタビューのなかで，後者はこのザ
ルツブルクの公演についての自身の考えを述べて
いる。そして，そこでの彼の発言が，『サウンド・
オブ・ミュージック』を教材とすることの問題点
を浮かび上がらせる。そのヨハネスの言葉を，長
文になるが引用してみたい。

　重要でありながら誰も触れようとしない文化
的，根元的問題は，過去も今もナチスのままな
のです。私たちは国を離れましたが，オースト
リアのほとんどの人々は違いました。オースト
リアはそのことにまだ十分に向き合っていませ
ん。多くの人々は彼らが侵略されたふりをして
います。それは真実ですが，その侵略者たちは
歓迎もされたのです。……この国の現実の歴史
に対する防衛意識が，この芝居をうけ狙いの俗
悪なアメリカの作品と片づけてきたのです。
……今回の公演はオーストリア人のキャストに
よるものでした。３つのグループがトラップ家
の子供たちを演じ，彼らの多くの親たちも公演
に関わっていました。完全にオーストリアのプ
ロダクションだったのです。オーストリアでオ
ーストリア人が演じる『サウンド・オブ・ミュ
ージック』を見て，それがどれほど受け入れら
れているかが分かりました。私は長い道のりを
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歩み，これらの問題を解決することになりまし
た（Santpietro 268）。

既に言及したように，ヨハネスからこのような発
言を引き出した，ザルツブルクでの『サウンド・
オブ・ミュージック』の初公演を，サントピエト
ロはザルツブルクとトラップ家，そしてこのミュ
ージカル，これら三者の「和解」の機会と評し
た。しかし，ナチスに抵抗しなかったオーストリ
アの人々への批判を滲ませたヨハネスのこのよう
な発言を，トラップ一家に憤りを感じてきたとい
うザルツブルクの人々が目にしたら，どのような
思いにとらわれるだろうか。併合期のオーストリ
アの実情を全く知らない，1939年にアメリカで
生まれたヨハネスが口にした，教えを垂れるよう
な発言を，おそらく彼らは苦々しく思い，また，
アメリカ産のミュージカルを若い観客のオースト
リアの歴史の教材と見なすザルツブルク州立劇場
の芸術監督マルデヘムの意図に対しても，ある種
の「押しつけ」を感じ取り，強い違和感を抱くこ
とは必定だ20）。
　『サウンド・オブ・ミュージック』によって有
名になり，作中のトラップ家とその実像の違いに
苛立たしい思いを長年してきたヨハネスは，彼の
発言を信じるなら，ザルツブルクでの初演の際
に，ようやく『サウンド・オブ・ミュージック』
を受け入れることができるようになったよう
だ21）。しかし，ザルツブルクで本作が上演された
からと言って，ナチスによる併合期に祖国を離れ
たトラップ家と，彼らをモデルとするアメリカ産
のミュージカルを，物語の舞台となった土地の
人々が心から受け入れたかどうかは疑問が残る。
というのも，劇場の芸術監督の発言に見られるよ
うな歴史認識や人々の気持ちの変化もさることな
がら，ザルツブルクの置かれていた経済状況が，
この町での『サウンド・オブ・ミュージック』初
演を強く後押しした可能性が，実際のところ高い
からだ。
　トラップ家がオーストリアを離れる前に住んで
いた彼らの屋敷をホテル化する認可が，2010年
にザルツブルク市から下りた。実は，この２年前

の2008年にもホテル開業の同様の申請がなされ
たのだが，その時には，観光客の増加による交通
渋滞や騒音を恐れた近隣の住民の反対運動があ
り，ザルツブルク市は認可をしなかったのであ
る。では，なぜ2010年にホテル営業の認可が下
りたか。その背景には，2008年秋のリーマンシ
ョック後の景気低迷による，外国人観光客数の伸
び悩みがあった22）。この旧トラップ邸のホテル化
と同じく，2011年のザルツブルクでの『サウン
ド・オブ・ミュージック』の舞台上演は，落ち込
んだ観光客数を増やす目的があったことは確かだ
ろう。観光を主要産業とするザルツブルクにとっ
て，外国人観光客数の低迷は由々しき事態であ
り，『サウンド・オブ・ミュージック』はその重
要な観光資源なのだから。ザルツブルクの人々
は，その内容を好むと好まざるに関わらず，この
ミュージカルを生活の糧とせざるを得ない現実が
あるのだ。
　ヨハネスは，ザルツブルクでの『サウンド・オ
ブ・ミュージック』がオーストリアの人々によっ
て歌い演じられる姿を見て，この作品がオースト
リアで受け入れられたと感じている。しかし，こ
こで我々が忘れてはならないのは，たとえオース
トリア人が演じようとも，作品そのものがアメリ
カ産のミュージカルである事実に変わりはないこ
とである。オーストリアの人々がドイツ語で歌う
『サウンド・オブ・ミュージック』は，その出自
を見えにくくする。
　レーガン政権下のアメリカを1984年に当時の
オーストリアの大統領ルドルフ・キルヒシュレー
ガー（Rudolf Kirchschläger）が訪問した折，ホワ
イトハウスの儀式担当者が「エーデルワイス」を
オーストリア国歌と思い込み，その指示によっ
て，大統領の到着の際に，この歌のメロディーが
海兵隊の音楽隊によって誤って演奏されたことが
あった23）。また，『サウンド・オブ・ミュージカ
ル』のブロードウェイ初演の際にゲオルクを演じ
たセオドア・ビケルによると，彼のもとにサイン
をもらいに来たファンから，劇場の入り口で「『エ
ーデルワイス』が大好き。もちろん，長いことこ
の歌を知っているけど，ドイツ語の歌詞でね」と
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声をかけられたという（Bikel 210）24）。このビケ
ルのファンも，ホワイトハウスの儀式担当者と同
じく，「エーデルワイス」をオーストリアで作ら
れた歌と勘違いしていたのだろう。それだけ，こ
の歌がオーストリア風に巧みに作られていること
だ。ウィーンやザルツブルクの『サウンド・オ
ブ・ミュージック』の公演では，英語ではなくド
イツ語でこの歌が歌われた。その結果，ドイツ語
版の「エーデルワイス」は，いやがうえにも「本
物らしさ」を帯び，この歌がオーストリアにルー
ツをもつものであるという人々の誤解を助長する
ことになるだろう 25）。
　ザルツブルクの州立劇場のレパートリーとな
り，上演が続いているドイツ語版の『サウンド・
オブ・ミュージック』。それは第二次世界大戦後
の1945年，アメリカの進駐軍が策定したオース
トリアの文化政策の一つの帰結だろう。アメリカ
の資本主義経済の影響を受け，アメリカのエンタ
ーテインメントの価値観を内在化させざるを得な
かったオーストリアの人々の姿がそこにはある。
州立劇場の監督だったマルデヘムの目論見は，こ
のミュージカルを若者の教材とすることだった。
そして，その教育効果が発揮されたのは，観光客
がその中心を占めると思しき観客たちよりも，舞
台でトラップ家の子供たちを演じてきたオースト
リアの子供たちに対してだろう。彼らは『サウン
ド・オブ・ミュージック』の舞台を通して，アメ
リカが描いたオーストリアの歴史の一時代を演
じ，それを学ぶ。そして，トラップ家の人々を演
じるオーストリアの人々は，アメリカを目指すた
めに山を登り続ける。彼らが生き続けるために
は，アメリカこそが目指すべき唯一の約束の地で
あるかのように。

註

１） 本論は『愛知学院大学文学部紀要』第46号
（2016），第47号（2017）所収の同名の拙論のその
１，その２に続くものである。

２） 当日キャストの中には，小さな役ではあるが佐々
木典子，山路芳久といった，当時ヨーロッパで活動
していた日本人の歌手も含まれていた。

３） 当日，ホールのロビーにはテレビカメラをもった

報道関係者が複数いたので，新演出の初日というこ
ともあるが，当時のオーストリアの社会状況から，
何かが起こることは想定されていたのかもしれな
い。

４） メトロポリタン歌劇場では，当時このオペラは上
演されたことがなかった。レヴァインはザルツブル
クのポネルのプロダクションを，後者が同地で手掛
けた幾つかのモーツァルトのプロダクション同様，
メトロポリタン歌劇場に移行させる意向をもってい
たが，実現しなかった。メトロポリタン歌劇場での
『モーゼとアロン』の初演は1999年。レヴァインが
指揮し，グレアム・ヴィック（Graham Vick）が演
出を担当，アロン役はザルツブルクと同じくフィリ
ップ・ラングリッジ（Philip Langridge）が務めた。
アメリカの有力な興行会社，コロンビア・アーティ
スト・マネージメントの後ろ盾もあり，当時飛ぶ鳥
を落とす勢いだったレヴァインは，ユダヤ系の音楽
家の一家に生まれ，母方の祖父はシナゴーグのカン
トールを務めていた。なお2017年12月初め，レヴ
ァインの年若い同性に対する過去の複数のセクハラ
行為が報道された後，彼が長年に渡って活動の中心
としてきたメトロポリタン歌劇場は，彼がこの劇場
で指揮をすることは再びないだろうという声明を出
した。

５） トニー・パーマー（Tony Palmer）が2006年に発
表したザルツブルク・フェスティヴァルに関するド
キュメンタリー（現在 DVDの形で入手可能）では，
フェスティヴァルとナチスの関わりなどについても
扱われている。時代の証言者として，トラップ家の
次女のマリアも登場する。『サウンド・オブ・ミュ
ージック』のヒロインのモデルとなったマリア・ア
ウグスタ・クチェラは，病弱だったこのマリアの世
話をするために家庭教師としてトラップ家に，もと
もと雇われたのである。また，このドキュメンタリ
ーには1987年の『モーゼとアロン』に関する言及
だけではなく，短いながらその映像も含まれてい
る。特別な意味をもつ公演だったということであろ
う。この映像作品については，2006年６月１日に
『インディペンデント』に掲載された関連記事であ
る「ザルツブルク──フェスティヴァルがその過去
を直視する」も参照のこと。また，1987年のフェ
スティヴァルの際に制作された，『カラヤン・イン・
ザルツブルク』というドキュメンタリー（コロンビ
ア・アーティスト・マネージメントの関連会社の制
作）があるが，そのなかには『モーゼとアロン』の
リハーサルにコーラスがとられてしまい，自身の
『ドン・ジョヴァンニ』のリハーサルをうまく進め
ることができずに，カラヤンが苛立つ場面が収録さ
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れている。
  カラヤンのキャリアにとって，ヴィルヘルム・フ
ルトヴェングラーの死を受けて，1955年２月末か
ら行われたベルリン・フィルのアメリカ公演で彼の
代役を務めたことは，大きな意味があった。代役を
引き受ける条件として，ベルリン・フィルの首席指
揮者のポジションを望んだからである。この演奏旅
行は，1948年６月から49年５月にかけてソ連によ
って行われたベルリン封鎖の際に，アメリカが食料
などの物資の空輸をしてくれたことへの謝意を表す
ために，西ドイツの首相が決定した重要な行事であ
った。カラヤンをフルトヴェングラーの代役に望ん
だのは，この演奏旅行を担当したコロンビア・アー
ティスト・マネージメントであったが，この興行会
社は，トラップ一家の合唱団のマネージメントも担
当していた。

  舞台版にはないが，映画版にはマックスが20世
紀のアメリカを代表する興行主のひとり，ソル・ヒ
ューロック（Sol Hurok）に言及するところがある
（曽根田82）。ロシア出身の彼は，その辣腕で知ら
れ，1959年にソ連のボリショイ・バレエのアメリ
カ公演を実現し，1962年のキューバ危機の最中に
も同バレエ団のアメリカ公演を行っている。ヒュー
ロックは，高名なアフリカ系アメリカ人コントラル
トのマリアン・アンダーソン（Marian Anderson）の
マネージメントも1934年から担当していたが，マ
リアの回想録によると，トラップ家がオーストリア
を離れる前にウィーンの楽友協会の小ホールでコン
サートを開いた同じ日に，彼女も同じ会場の大ホー
ルでコンサートを行っている（Trapp 109）。また，
アンダーソンは1955年の１月にメトロポリタン歌
劇場で，ソリストとして歌った初めての黒人歌手と
なった。なお，ヒューロック以前にアンダーソンの
マネージメントを担当していたのは，コロンビア・
アーティスト・マネージメントの設立者の一人であ
るアーサー・ジャッドソン（Arthur Judson）だった。

６） 1987年６月になって，ローマ教皇ヨハネ・パウ
ロ二世がヴァチカンでワルトハイムに接見すること
に同意する。この決定はナチスによるホロコースト
に対して，ピウス12世が沈黙を守ったカトリック
教会の過去を思い出させることにもなった。『サウ
ンド・オブ・ミュージック』（舞台版，映画版とも
に）の終盤で，ノンベルク修道女達がトラップ一家
を匿うことで反ナチ的な態度を示すが，現実のオー
ストリアのカトリック教会は，トラップ家が祖国を
離れた後の1938年秋まで，ナチ体制への協力や適
応を試みていた。奥 60を参照のこと。なお，本論
のその２で既に引用したが，そのようなオーストリ

アの当時のカトリック教会の態度を示すように，ノ
ンベルク修道院の人々がナチスを受け入れているこ
と仄めかす，舞台版にだけ存在するロルフの台詞が
ある（Hammerstein 133）。トラップ一家が修道院で
匿われたという言及は，マリアやアガーテが書いた
回想録にはない。なお，ワルトハイム・スキャンダ
ルに関する基本文献の一冊であるハーズスタインの
『ワルトハイム──消えたファイル』のカバーには
ワルトハイムがヨハネ・パウロ二世に謁見した際の
写真が使用されている。

７） 併合50周年の1988年のこと。
８） ザルツブルクの人々はアメリカの進駐軍を快く思
っていなかった。Knapp 335‒36などを参照のこと。

９） ラインハルト自身は亡命先のニューヨークで
1943年に死去している。

10） ザルツブルク・セミナーの発案者であるクレメン
ス・ヘラー（Clemens Heller）はウィーン出身で，
彼の家族は書籍販売・出版業を営み，フロイトの著
作なども出版していた。1938年のナチスによるオ
ーストリア併合の際に，彼はアメリカへ亡命してい
る。このセミナーの発案当時，ヘラーはハーヴァー
ド大学で歴史の博士論文の完成を目前にしていた。
ウィーン時代のヘラー家はライハルト家と交流があ
った。セミナーの創設については，Eliot, The 
Salzburg Seminar (1987) を参照のこと。

11） マシーセンとザルツルブク・セミナーとの関わり
については，彼がセミナー開始の翌年に出版した
From the Heart of Europe (1948) を参照のこと。この
書籍の記述などによると，彼のザルツブルク訪問は
この時が初めてではなかった。マシーセンは同性の
パートナーだった画家のラッセル・チェイニー
（Russel Cheney）と共に，1931年の夏にも同地を訪
問し，８月14日か19日に州立劇場でクレメンス・
クラウスが指揮するモーツァルトの『コジ・ファ
ン・トゥッテ』を鑑賞している。当時はオーストリ
アも世界恐慌の影響を受けていたのだが，1931年
はモーツァルト没後140年にあたり，フェスティヴ
ァルでは彼のオペラが５作品も上演された。同年の
８月の終わりには，マックス・ラインハルトがレオ
ポルズクローン宮殿の野外劇場で，友人ために自費
でシェイクスピアの『十二夜』を上演している。こ
の後，宮殿の野外劇場が再び使われることはなかっ
た。

  1945年７月にチェイニーと死別したマシーセン
は，1950年４月に自死するまで，その喪失感を埋
めるかのごとく，ザルツブルク・セミナーへの参加
に見られるように，講義や執筆活動だけではなく，
講演，政治活動などの過密なスケジュールのなかで
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過ごしている。左翼的な思想をもつ同性愛者であっ
たマシーセンの自殺の背景には，このようなチェイ
ニーの死による精神的な落ち込みだけではなく，冷
戦下のアメリカの政治状況や同性愛者嫌悪なども関
係していると考えられる。マシーセンはトルーマン
大統領の冷戦政策に反対し，1948年の大統領選挙
では進歩党のヘンリー・ウォレス（Henry Wallace）
を支持し応援演説もしている。トルーマンが「トル
ーマン・ドクトリン」と呼ばれる冷戦期の封じ込め
政策を発表したのは1947年３月のことである。

12） フォード財団が冷戦期に果たした役割については
Saundersなどを参照のこと。

13） レーマンはナチスのオーストリア併合後，活動の
場をアメリカに移していた。

14） この日の公演を日本の音楽評論家山根銀二も見て
いる。『音樂の旅──欧州・ソヴェト・中国』141‒
42を参照のこと。オーストリアにとって記念碑的
な公演であった，この『フィデリオ』の音源も存在
する。

15） この約１年後，ワルトハイムはカナダ大使とな
り，1964年には国連のオーストリア常駐代表とな
っている。

16） マリアは日本への演奏旅行も考えていたらしい
が，それが実現することはなかった（von Trapp, 
Agahte 192）。

17） 近藤99‒100を参照のこと。
18） マリアとゲオルクの間に生まれたローズマリーと
エレオノーレと同じく，ヨハネスをモデルとする登
場人物はミュージカルにはいない。

19） ナチス色への拒否反応が全くなかったわけではな
く，観客の途中退場もあったようだ。Itzkoffを参照
のこと。

20） マルデヘムは1969年，当時の西ドイツ生まれ。
ドイツでは法律や哲学を学び，アメリカで演劇関係
の教育を受けている。ブロードウェイでも仕事をし
ていたことがある。

21） 2008年12月24日付の『ニューヨークタイムズ』
の記事によれば，ヨハネスは特に本作の映画版にう
んざりし，それがトラップ家の人々を「商品」にし
てしまったと考えていた。この記事が出た当時，一
家の経営するヴァーモントのロッジには『サウン
ド・オブ・ミュージック』の映画版のポスターは一
枚もなかったという。

22） 2010年７月22日付の朝日新聞の記事を参照のこ
と。

23） Maslon 177を参照のこと。映画版『サウンド・オ
ブ・ミュージック』のフェスティヴァルの場面で，
この歌が歌われるシーンの収録は，映画の製作者た

ちの思い込みとは異なり，多数動員された現地のエ
キストラが誰もその歌詞を知らなかったために非常
に遅れたという。映画の監督を務めたロバート・ワ
イズ自身も，「エーデルワイス」をオーストリアの
国歌だと思い込んでいたらしい。Santopietro 146を
参照のこと。

24） セオドア・ビケルはウィーンのユダヤ系のシオニ
ストの家庭に育ち，1938年のナチスのオーストリ
ア併合の際に，パレスチナに移住している。彼のフ
ァーストネームはシオニズム運動の創始者のひとり
であったテオドール・ヘルツル（Theodor Herzl）に
ちなんだものである。ビケルはウクライナのユダヤ
系の家族を扱った『屋根の上のヴァイオリン弾き』
（Fiddler on the Roof, 1964）のテヴィエを当たり役と
した。彼はこの役を1969年に初めて演じている。
このミュージカルはポグロムと呼ばれるユダヤ人の
迫害を背景とし，一家がアメリカを目指すところで
物語は終わる。

  1959年の『サウンド・オブ・ミュージック』の
初演当時，ビケルは35歳，メアリー・マーティン
は47歳であった。物語の終盤の音楽祭の場面で，
ゲオルクが「エーデルワイス」を歌う時，曲の途中
で彼は声を詰まらせる。すると，マリアと子供たち
が歌いつぎ，最後にゲオルクが「我が祖国よ永遠な
れ」と締めくくる。興味深いのは，ゲオルグとマリ
アの実際の年齢設定とは異なり，初演の舞台上で
は，年長のアメリカ人のマーティンが，シオニスト
の背景をもつ年下のビケルをサポートするという光
景が現出していたことである。イスラエルの建国は
1948年だが，この年若い国とアメリカとの密接な
関係の思わせる図式なのだ。アメリカが国家として
その存在を承認した直後に，イスラエルは独立宣言
をしている。

  「エーデルワイス」は，病に侵されていたユダヤ
系のハマースタインが書いた最後の歌詞である。今
後，彼の出自とこの歌との関係も研究の対象となる
のかもしれない。なお，「エーデルワイス」は作中
でナチスへのプロテストソングの働きをするが，皮
肉なことに，1933年に作られたある歌の中には「ア
ドルフ・ヒトラーのお気に入りの花は，飾り気のな
いエーデルワイス」という歌詞があるという。
Knapp 336を参照のこと。

25） ウィーンとザルツブルクの公演は録音されて CD
化もされている。ウィーンの公演で歌われたドイツ
語による「エーデルワイス」は，『サウンド・オブ・
ミュージック』の初演50年を記念して再リリース
されたブロードウェイのオリジナルキャスト盤に特
典として収録されている。
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